

























種， Colsess 1たよび宮城 123号との交雑を用いた.とれらの品種の遺伝子構成は， その表現
型から次の如〈推定された
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とれらの雑種の F~ にたける正常型と牟不稔(柱頭異常〉型との分離扶況は， 開花当時調べ
た花柱分校の多少と，その後に見プヒ稔実率の多少とによって判定した.
号えに， Colsess lx青裸変のれに現われた牟不稔性個体の全部(122)及び正常個体の一部
























親及び苦E雑 ヲE雑した花の数 安維の稔(1実94事9)(F4) FJ個体の(稔19実50寧)(04) 
背 祈ぐ 変 29.2土2.4470 31.4土2.2122
Colsess 1 75.9土0.8139
官 減 123 号・ 82.8土1.2454
背楳変♀ x宮城123号・8 147 28.0土2.2737 86.7土0.4167
官披123号甲 x背楳変8 155 70.5土4.3937 83.2土0.5128
























し，それらを gl' g2'払C.1，1， .U2， u，)と名づけた.乙の青操変の遺伝子はたぶんそれら
と集るものと考えられるので，とれを仮('CU4と名づけるとととする.
，次に閉じ交雑に沿いで， ζ の柱頭兵常の遺伝子と， 種 kの連鎖群標識遺伝予との筒係を調
Pむ第 2衰の結某を得たとの結果で怯， 'U4 は短竺遺伝子&完全な連鎖を示L，w再遺伝子の
M- ド.、製:)，1，¥1 J 1，~ _ {ftゆ
EY1j 
号事2表 背裸変とColsess1 (交雑1)及び宮域 123号(交雑2)との雑種 F2における
柱頭異常性の主遺伝子u..と種々の遺伝子との関係
調査遺体子 F2の表現型 連鎖関係実被葬号 計 (組換傾)
、 ，t2 P 
Xx Yy XY Xy xY xy 
1 U. u. Kk 229 85 122 436 淘立分離 2.766 0.5-().2 
1 ." s 237 76 87 35 435 fI 3.22'1 0.5-0.2 
1 fI Uzuz 204 110 86 36 4鈴 11 3.379 0.5-0.2 
d 。 fI Uzuz 284 88 80 33 485 " 2.091 >0.;; ー............・ーーー・・・.司・・.......・.，・・・・・.......u..・・・・4・...・...祖、......・・‘'ー・-・・・.....~ー・..，ー‘担..、・・・・ー・ー..彊 司・・・v・n........ーー・・・..ー..........
1 U~ ¥La Lklk 314 。。122 436 完全連鎖
1 11 Nn 302 12 20 100 434 7.25 2.897 0.5-0.2 
“ 。 fI Nn 172 12 6 42 232 8.(溺 3.29'1 0.5-0.2 




裸性 Nn と 7~8 %，穂の疎密性Llと25%程度の組換価をともヨて連鎖しているととが明ら
かとなヨプヒ.とれらの三9 の遺伝子， 1， n， Jkの聞の連鎖関係は著者ら(1953)の結果とたゐ
むね一致してidJ，したがって U4遺伝子は第II連鎖群に属するものと見てよい. さらにと
の遺伝子は第lV群の三叉世遺伝子Kkや第V群の底刺型遺伝子Ssたよび第VI群の並渦性
遺伝子 Uzuzのいやれとも独立であるととが認められた. 最後tL， Col舘 ssIとの交維で，と
の lk遺伝子が三叉芭遺伝子 K と共存するとき， lkは Kに対して完全に上位であるととが
認められたととを附記Lてたく.
3. 稔実率に対する他の遺伝子の影響







第 3表 Colsess 1 x育機変の両親;及び雑種第2代の正常及び異常柱頭個体群における
並性及びil8.性問¢稔実E恨の比較
稔 実 E事 (%) 
両 親 日正常型 F.柱頭異常型
4生 97.2土0.4223 96.6土0.3329 58.1土0.7342 岨





第 4表 Colsess 1 x育線変の両親と，前代に主主1鮒主主ヘテロ型で雑種第3および第4
代で分離した系統についてしらベた並性および渦性個体の平均棋率(%)
両親 の 稔怯 雑種の分自E裂の稔怯
区 分
1953 1953 F3 (1952) F4 (1953) 
並 f会 88.7土0.5891 90.6土0.8868 61.6土1.1777 67.6土1.5333













01 ・ ・ 目、， ・れと密接に連鎖した遺伝子が稔実率








ぬ ，〆l-" ると考えるのがむしろ適当であろうur l と思われる.凶じ正常1胞を持つ
-~イ ¥ J 個体群では，多少とれと似た傾向が
/〆 v ~I あるけれども，少なくともととに取
ヮい)す=-7.94+0.蹴 f 扱った個体数の範囲では，並渦聞に
ぷ帆 I.__L I I ， 統計的に有意鳩を認め得たが9
20 :so 40 ω '60 70 80 90 1∞た.したがって並渦性遺伝子は，
F2個体の稔突事 (%) Uj についてホモの場合にのみ強力












































































第 8表 Ftの稔突率に対する Faの稔突E容の回版係数と両者聞の相関係数，なお第2図〈下〉参照






〈ロ)F2 (i!局怯): Fa (lI局性)
しつ F2(並怯): F3 (並より出?ヒ禍性)
F3 (並怯): F3 (調性)





















の • tUzuz) からそれぞれ F.~で分離
(:0 .// 
稔
VI=-1l.13+1.0276 x /.i : した並性個体の平均の稔実率と..r， f
60 • • 渦性個体のそれとの相関係数は









 / 個体の遺伝子構成は，第VI群、. / . 
20 ，.-， ， 〆 の遺伝子以外のものについて
10ト は，犬休閉じであるはやである
庫、 から，とのように高い相関係数。10 20 30 40 liO 60 70 ω 90 Eω 
F:I の 訟事ミ ~ C%i の見られたととは， Fs各個体























































































































































をもって連鎖している. 1.工業l'"，三ヌ菅 K (第lV群)，短毛底刺 s(第V群)， ;jなよびI~J性 uz
(第VI群)のいやれとも独立であった.
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